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　この事業は、ノーベル物理学賞を受賞された小柴昌俊さんの「子どもたちには『夢の卵』を持ち続けてほしい」とのメッセー
ジにちなんで企画されました。子どもたちに「いくつもの『夢の卵』をもってもらうこと」、「『夢の卵』を温めてもらうこと」、
そして「『夢の卵』を孵すこと」を支援し、自分の将来を考えてもらうきっかけづくりをねらいとして、平成16年度から実
施しており、今年で14回目となりました。
　４月中旬から５月にかけて、県内の小学校５、６年生と中学校１、２年生を対象に、「将来の夢（＝夢の卵）」を書いた作
文を募集し、その中から選ばれた４名の児童生徒が、各分野の第一人者に短期入門をしました。また、より多くの子どもた
ちの夢を応援するため、次点となった作品を佳作として表彰しています。

❶ 医師
❷ サッカー選手
❸ 野球選手
❹ 保育士
❺ パティシエ

＜今年度の短期入門者数と応募数＞

　科学捜査研究所での体験で思ったことは、事件の解
明には科捜研の検査１つ１つがとても大切なのだとい

うことです。説明を聞いたり、体験してみたりして、将来は、
科捜研の仕事に就いて地域に貢献したいと、あらためて思いま
した。

　毎日のニュースになる犯罪を、犯罪心理学の面から分析して再犯を
なくしたい、また被害者側の気持ちに寄り添うことのできる警察官に
なりたいという正義感と強い決意を持って、富山県警察本部に短期入
門しました。

片山学園中学校２年　藤井　柚衣 さん

体験記
より
体験記
より

珪藻化石のプレパラートを作りました。

珪藻について教わりました。

　自然が大好きで、それを守り続けたいけれども、人間による環境破
壊のため、多様な生物が生きにくくなっている現状を変えたいという
強い気持ちを持って、立山自然保護官事務所に入門しました。

　立山の安全と自然は、自然保護官をはじめ、たくさ
んの人によって守られていることが分かりました。ま

た、身近な自然を守るためには、美しい自然を「見て伝えること」
が大事だと教わりました。これからは、多くの人に自然の大切
さを知ってもらい、みんなで自然を守っていけたらいいと思い
ました。将来は、自然保護官になりたいという気持ちがより強
くなりました。

立山町立利田小学校５年　大島　小百合 さん

体験記
より
体験記
より

火山ガス対策ステーションでモニターを見せてもらいました。

ナチュラリストの活動について教えていただきました。

自然保護官になりたい地域づくりに貢献する警察官になりたい

　自分が過去に診察していただいた小児科の先生への憧れから、医師
という職業に興味を持ち、将来は自らの手で子どもたちを元気にして、
地域の発展に貢献したいという気持ちを持って、富山大学医学部小児
科学教室に入門しました。

　今回の入門では、小児科医の「子どもを第一に守る」
という使命感を感じることができました。また、この

貴重な経験を無駄にしないように、夢にむかってがんばってい
きたいです。

小矢部市立石動小学校６年　井上　萌々子 さん

体験記
より

体験記
より

赤ちゃんの救命救急の練習です。

聴診器で赤ちゃんの心音を聴きました。

子どもたちの健康と笑顔を守り　
明るい未来を支える小児科医になりたい

中学生の部（応募数926作品） 小学生の部（応募数1,568作品）

応募数 小学生の部　1,568作品　 　中学生の部　926作品

表　彰 小学生の部　優秀賞（短期入門）2名　佳作　15名
　　　 中学生の部　優秀賞（短期入門）2名　佳作　19名

薬物反応を調べる実験をしました。

交通管制センターを見学しました。

平成29年度　夢の卵表彰式

　一冊の本との出会いから、地層に隠された小さな生き物に興味を持
ち、地質学者になって地球の昔の姿を知りたいという気持ちを持って、
名古屋大学環境学研究科に短期入門しました。

小矢部市立大谷中学校１年　原　唯七 さん

地質学者になりたい

　地質学者は根気のいる仕事だと思いました。しかし、
入門を終えて、ますます興味が湧き、もっと珪藻のこ

とを知り、地質学者になりたいと思いました。一歩一歩、日々
努力して夢に近づけるように頑張りたいとおもいます。

体験記
より

体験記
より
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